
基本目標３　男女共同参画を次の世代につなげよう（基本施策７～９）

基本施策７　若い世代への分かりやすい男女共同参画

Ｎｏ 事　業　名 担当課等 区分 実施計画内容 実施状況、目標値への到達度
来年度に向けた
課題及び改善点

担当課
評価

28 男女平等意識を育
む保育の実施

子育て支援
課

継続 実施時期：通年
対象：保育所長及び保育士
目的：子どもたちが性別による固定観念にとらわれずに成長していけるような保
育を行っていく。
内容：男女の区別なく遊具や遊びを楽しめる環境づくりに努める。また、名前の
呼び方や言葉掛け等、様々な場面において男女を区別しないよう注意する。
職員会議において、互いに問題を提起し、解決策を探り、共通認識を深めること
により、男女共同参画に関する正しい理解と実践に取り組む。
前年度からの改善点：日常保育及び行事等の職員ミーティングの場において、
男女を区別しない子供への関わり方について、職員全員で意識共有を図る。
目標値：年３回

【実施状況】
内容：保育所長が集まる会議において
啓発を行った。
工夫した点：保育所長が集まる会議に
おいて現状や問題点等の情報交換を
行い保育所の意識統一を図った。
目標値に対する結果：所長会議年３回
開催で目標値達成

保育所長会議の場や
研修会等においてさ
らなる啓発を図ってい
く。

Ａ
１…３点
２…－
３…３点
４…－
５…３点
６…３点
合計
12/12=1
00％

29 男女平等意識を育
む人権教育の推
進

小中一貫教
育推進課

継続 実施時期：年間
対象：全市立学校
目的：男女平等の意識を育むには、子どもの頃から意図的、継続的に教育の機
会を設定することが大切である。そのため、性差別を含むあらゆる差別をしない、
見逃さない、許さない児童生徒の育成に重点をおき、全市立学校での人権教育
を推進する。
内容：全市立学校が、性による差別を含むあらゆる差別をしない、見逃さない、
許さない児童生徒の育成を目指した人権教育を推進するよう、学校訪問等を通
じて指導、助言を行う。
前年度からの改善点：人権教育授業の実施が年度末になる学校がある。年間を
通じて計画的に実施するよう各校に働きかける。
目標値：学校訪問、校長会議を通じて市内全市立学校に指導、助言を行う。
全市立学校が年２回以上の人権教育に関する職員研修を行う。
全市立学校が全ての学級で年２回以上の人権教育授業を行う。

【実施状況】
内容：校長会議、学校運営訪問を通じ
て、全市立学校に指導、助言を行った。
また、全市立学校で、人権教育に関す
る職員研修、全学級で人権教育授業を
それぞれ年２回以上行った。
〇人権教育に関する職員研修：３回３
校、２回25校
〇全学級での人権教育授業：４回１校、
３回３校、２回24校
工夫した点：・学校運営訪問で、性差別
を含む人権教育の実施について要項に
記載し、全市立学校に指導・助言した。
・校長会議で「第２次三条市男女共同参
画推進プラン」を説明し、「基本目標」
「基本施策」の共通理解を図った。
目標値に対する結果：指導助言100％、
人権教育職員研修100％、人権教育授
業100％で目標値達成

１月末までに人権教
育に関する研修と人
権教育授業を２回完
了していない学校が２
校あった。
年度末に慌てて職員
研修・授業をすること
がないよう、計画的な
実施を指導する。

Ａ
１…３点
２…－
３…３点
４…２点
５…３点
６…３点
合計
14/15=9
3.3％
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Ｎｏ 事　業　名 担当課等 区分 実施計画内容 実施状況、目標値への到達度
来年度に向けた
課題及び改善点

担当課
評価

30 多様な性を尊重す
る教育の充実

小中一貫教
育推進課

継続 実施時期：年間
対象：全市立学校
目的：性差別に基づく役割分担意識が根強く残っている状況を解消していくため
には、多様な性に関する理解を深め、互いに尊重し合う態度を育成していくこと
が大切である。そのために、義務教育９年間を通じて計画的に性に関する指導を
推進する。
内容：全市立学校が、義務教育９年間の発達段階を踏まえ、専門家や養護教諭
との連携による性に関する指導を充実させるよう、学校訪問、校長会議を通じて
指導、助言を行う。
前年度からの改善点：県教委作成「性に関する指導の手引き」の指導計画例を
示し、心身の発育・発達に限らず、自他の個性の尊重や望ましい人間関係の構
築等に関する内容の指導も含まれることを周知し、多様な取組を促す。
目標値：学校訪問、校長会議を通じて全市立学校に指導、助言を行う。全市立
学校が、全ての学級で性に関する指導を行う。

【実施状況】
内容：６月の校長会議で、「性に関する
指導の手引き」の指導計画例を示し、全
市立学校長に周知を図った。また、学校
運営訪問を通じて、全市立学校に再度
指導、助言を行った。全市立学校の全
学級で「性に関する指導」を１回以上実
施した。
〇全学級での性に関する授業：２回３
校、１回25校
工夫した点：・校長会議で「第２次三条
市男女共同参画プラン」を説明し、「基
本目標」「基本施策」の共通理解を図っ
た。・校長会議で「LGBT」についての民
間調査結果を紹介し、どの学校にも性
について悩んでいる児童生徒がいる可
能性が高いことを指導した。
目標値に対する結果：指導助言100％、
性に関する指導100％

１月末までに全学年
で性に関する指導を
完了していない学校
が10校あった。
来年度は、年度末に
近い時期に慌てて授
業することのないよう、
計画的な実施を指導
する。

Ａ
１…３点
２…－
３…３点
４…２点
５…３点
６…３点
合計
14/15=9
3.3％
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Ｎｏ 事　業　名 担当課等 区分 実施計画内容 実施状況、目標値への到達度
来年度に向けた
課題及び改善点

担当課
評価

31 こどもエプロンクラ
ブ

生涯学習課
(大崎公民
館）

継続 実施時期：1月23日（土）
対象：大崎・保内地区の小学生
目的：男女の隔てなく、平等に家事に対して興味を持ってもらえるよう、料理教室
を通じて意識の向上を図る。
内容：男女関係なく、小さい頃から家事に興味を持てるよう、小学生を対象とした
料理教室を実施する。
会場：大崎公民館　料理実習室・講義室
講師：食生活改善推進委員協議会大崎中学校区の皆さん
定員：12人（新型コロナウイルスの状況により、減少する可能性あり）
前年度からの改善点：参加率の低い男子児童の参加を促せるようなメニューを設
定し、チラシやポスターなど男女の偏りが出ないデザインとする。
目標値：男子児童の参加率30%以上

【実施状況】
参加人数：12人（うち男児2人、女児10
人）
内容：小さい頃から料理に興味を持ち、
積極的にお手伝いをするきっかけとなる
ように、家庭で子どもたちでも作れる簡
単料理の講演会を行った。（メニュー：オ
ムライス、ジャガイモの１口ピザ、ココア
カップケーキ）
講師：栄養士会三条支部　派遣講師
定員：各回６人の募集（新型コロナウイ
ルス感染症防止のため、人数を減らして
開催）
工夫した点：男女ともにアンケートで希
望のあったオムライスをメイン料理とし
て、子どもたちが家庭でも作りやすい手
順とメニューを考えた。また、帰ってから
も実際に作りやすいように、調理時間や
作業手順を具体的にレシピに記載し
た。
目標値に対する結果：男子児童の参加
率16.7％で、目標値未達成
決算額：市費負担なし

引き続き、メニューや
講座名などを工夫し
て男女ともに参加した
くなるような講座を企
画する。

Ａ
１…３点
２…３点
３…３点
４…２点
５…３点
６…１点
合計
15/18=8
3.3％

32 きっず！楽しくクッ
キング

生涯学習課
（大島公民
館）

継続 実施時期：未定
対象：主に大島・須頃地区の小学生
目的：男女の隔てなく、平等に家事に対して興味を持ってもらえるよう、料理教室
を通じて意識の向上を図る。
内容：男女関係なく、子供達が料理を作る楽しさを知り、家庭で料理するきっかけ
となるように料理教室を開催する。
前年度からの改善点：子供達が家でも作りたくなるようなメニューで開催する。
目標値：男子児童の参加率30%以上
予算額：9千円

【実施状況】
実施時期：令和3年3月6日（土）
参加者数：6人（うち男性2人、女性4人）
内容：プリンとバナナマフィン作りを体験
し、家でも家族のために作ってもらえる
よう計画した。
工夫した点：男女問わず人気のメニュー
を作ることで料理に興味を持ってもら
い、講座後も作ってみたいと思うよう工
夫した。
目標に対する結果：男子児童の参加率
が30%以上だったため目標値達成
決算額：7千円

料理に対する興味を
向上してもらうため、
休日に家で作りたくな
るようなランチメニュー
を取り入れたい。

Ａ
１…３点
２…３点
３…３点
４…３点
５…３点
６…３点
合計
18/18=1
00％
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Ｎｏ 事　業　名 担当課等 区分 実施計画内容 実施状況、目標値への到達度
来年度に向けた
課題及び改善点

担当課
評価

33 さかえきっずキッチ
ン

生涯学習課
(栄公民館）

継続 実施時期：１月～２月
対象：栄地区の小学生と保護者
目的：男女の隔てなく、平等に家事に対して興味を持ってもらえるよう、料理教室
を通じて意識の向上を図る。
内容：調理器具の正しい使い方を学び、作ることの楽しさ・喜びを感じることで食
への関心を高めるとともに、男女・年齢に関係なく一緒に作業することで、交流を
図る。
前年度からの改善点：男子児童・男性保護者の参加割合を増やす為に、実施内
容の検討とPRの仕方を工夫する。
目標値：男子児童・男性保護者の参加割合30％以上
予算額：38千円

【実施状況】
新型コロナウイルス感染症拡大により、
参加者が集まらず中止（全３回）
内容：①ふわふわパン作り②包んで焼
いて、餃子！③パッククッキングを体験
しよう
工夫した点：男女双方の児童に興味を
持ってもらえ、楽しく学べる内容を検討
した。災害時にも対応できるよう、普段あ
まり体験することのない内容（パッククッ
キング）を取り入れた。
目標値に対する結果：－
決算額：0円

開催時期の検討。（例
年同じ時期に開催の
ため)　内容の充実
（子供行事の増加、環
境多様化により参加
者自体が少なくなって
いる中で、興味を持っ
てもらえ、学べるメ
ニューの企画）

D
１…３点
２…３点
３…３点
４…３点
５…－
６…－
合計
12/12=1
00％

34 子ども料理教室 生涯学習課
(下田公民
館）

継続 実施時期：８月
対象：下田地区の小学生
目的：次代を担う子ども達が男女に関わらず、料理においての知識を身に付け、
その後の生活に役立てる事を目的とする。
内容：子どもたちが男女問わずに料理に興味を持ち、基本から応用まで学ぶこと
により、家庭でも作る事が出来るようになるよう、子ども向けの料理教室を実施す
る。
会場：下田保健センター
講師：新潟県栄養士会三条支部　安中　君江さん
定員：12人
前年度からの改善点：男女・学年問わず、簡単に楽しく作れるような内容を考え
る。また、普段あまり料理に興味のない子どもでも作ってみたくなるようなメニュー
を取り入れる。
目標値：男子児童の割合が30％以上
予算額：14千円

【実施状況】
参加人数：15人（うち男性3人、女性12
人）
内容：子どもにも大人気のチーズドッグ
作りを体験し、家でも家族のために作っ
てもらえるよう計画した。※新型コロナウ
イルス感染症による夏休みの短縮で実
施回数を２回から１回に変更した。
工夫した点：男女問わず大好きなメ
ニューを作ることで料理に興味を持た
せ、その後も作ってみたいと思うよう工夫
した。
目標値に対する結果：参加者の男子児
童の割合が20％で目標値未達成。※応
募者多数のため抽選を行ったことが影
響している。
決算額：7千円

例年通り２回実施し、
食事とスイーツの両方
体験できるように実施
したい。

Ａ
１…３点
２…３点
３…３点
４…３点
５…３点
６…１点
合計
16/18=8
8.8％
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Ｎｏ 事　業　名 担当課等 区分 実施計画内容 実施状況、目標値への到達度
来年度に向けた
課題及び改善点

担当課
評価

35 中学生・高校生の
ためのデートDV防
止セミナー

地域経営課 継続 実施時期：年間
対象：中学生及び高校生
目的：交際相手からの暴力の問題について考える機会としてもらい、正しい知識
と理解を深めることによりデートＤＶの防止を図る。
内容：講師（NPO法人女のスペース・にいがた）とともに学校に出向き、セミナーを
実施する。
前年度からの改善点：内容満足度を高めるため、学校及び講師とよく連携を図り
ながら開催する。
目標値：デートDVについて理解を深めたと回答した割合90％以上
予算額：100千円

【実施状況】
実施時期：令和２年７月17日（金）
対象：三条市立大崎学園３年生
受講者数：85人（うち男性46人、女性39
人）
内容：１時限分を使い、デートDVについ
てのセミナーを行った。
工夫した点：学年部の先生方からセミ
ナー内の劇に参加いただくことで生徒
の興味を引き出すことができた。
目標値への到達度：アンケートでデート
DVについて理解を深めたと回答した割
合97.6％（83/85人）で目標値達成
決算額：25千円

新型コロナウイルスの
影響もあって、昨年か
らの本セミナー未実
施校である中学校１
校と高校２校に対し
て、開催の働き掛けを
行ったが、実施には
至らなかった。また、
既に実施済の学校に
対しても開催の働き
掛けを行う。

Ａ
１…３点
２…－
３…－
４…１点
５…３点
６…３点
合計
10/12=8
3.3％

36 児童・生徒に対す
る意識啓発

地域経営課 継続 実施時期：通年
対象：小学生及び中学生
目的：性別に捉われない家事の関わり方や職業選択に対する理解を促し、男女
共同参画に対する意識啓発を図る。
内容：講師とともに学校に出向き、児童用啓発冊子を活用しながらセミナーを実
施する。
目標値：性別に捉われない家事参加や職業選択について「興味を持った」と回
答した割合80％以上
予算額：120千円

【実施状況】
実施時期：令和２年８月26日、８月28
日、９月18日、11月16日、11月20日、令
和３年１月27日
対象：三条市立栄北小学校、三条市立
大浦小学校、三条市立旭小学校、三条
市立大島小学校、三条市立飯田小学
校、三条市立一ノ木戸小学校
受講者数：195人
講師：女性消防士【職業】、はっぴーズ
コミュ　代表　土田陽子氏【家事】
内容：性別に捉われない家事を題材とし
た男女の協力に関する講座を４回と性
別に捉われない職業選択に関する講座
を２回開催した。
工夫した点：家事カードの活用方法や
講座の流れなど児童の学びに寄り添う
実施方法について、学校側と打合せを
行い実施した。
目標値：性別に捉われない家事参加や
職業選択について「興味を持った」と回
答した割合100％で目標値達成
決算額：62千円

家事を題材とした講
座は特に様々な感想
を得られた。家庭状
況や生活経験の違い
により、児童の受け止
め方は多様であるよう
だ。グループワークで
他の児童と意見交換
をすることで、多くの
気付きを得てもらうた
めに、展開方法など
改良を図っていきた
い。
また、講座を受けて児
童がどのような学びや
気づきを得たかを正
確に把握するため、
振り返りの内容を自由
記述だけでなく、選択
式の設問を追加す
る。

Ａ
１…３点
２…－
３…３点
４…２点
５…２点
６…２点
合計
12/15=8
0％

19



Ｎｏ 事　業　名 担当課等 区分 実施計画内容 実施状況、目標値への到達度
来年度に向けた
課題及び改善点

担当課
評価

37 子育て世代に対す
る意識啓発

地域経営課 継続 実施時期：年間
対象：市民（主に20代から30代まで）
目的：婚姻等を契機に男女の区別のない家事・育児の関わり方について、働く男
女間の相互理解を促す。
内容：男女の区別のない家事・育児の関わり方を促すチェックシート等を婚姻届
受理時に配布する。
予算額：60千円
目標値：チェックシート内の家事分担項目（10項目中）において、「夫がする家
事」の割合が50％以上

【実施状況】
対象：婚姻届を提出される夫婦
内容：市民窓口課ほか対象窓口で「家
事シェアリングリーフレット」を配布
工夫した点：夫婦が一緒に作業する記
入型リーフレットとし、お互いの家事に対
する認識や今後の分担について考える
内容となっている。大谷地和紙の記念
台紙に挟んで保管することもできる。
目標値：回答内容の提供に賛同いただ
いた６組中のうち、「夫がする家事」の割
合の平均が75％で目標値達成
決算（見込）額：30千円

来年度も家事と併せ
育児の関わり方に関
する啓発物等の作成
を検討していく。

Ａ
１…３点
２…－
３…２点
４…－
５…２点
６…３点
合計
10/12=8
3.3％
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基本施策８　性別を理由にするあらゆる暴力の追放

Ｎｏ 事　業　名 担当課等 区分 実施計画内容 実施状況、目標値への到達度
来年度に向けた
課題及び改善点

担当課
評価

38 DV（デートDV）防
止の意識啓発の推
進及び相談事業
の充実

子育て支援
課

継続 実施時期：通年
対象：市民
目的：ＤＶ、デートＤＶについての正しい知識を市民に浸透させ、個人の尊厳を
傷つける暴力は許さないという意識を社会全体で共有する。
内容：ＤＶは重大な人権侵害であるという認識を深め、ＤＶ防止に向けた意識啓
発を図るため、リーフレットやポスターの掲示、燕三条ＦＭ（ＤＶ、デートＤＶに関
する放送）等で啓発を行う。早期に相談体制が取れるよう、関係機関との連携強
化に努める。
前年度からの改善点：研修会、講演会へ参加し関係機関との連携に努める。
予算額：62千円

【実施状況】
内容：・配偶者暴力防止実務担当者会
議及びDV被害者支援セミナーZOOM
出席
・女性相談カードを庁舎内女子トイレ設
置
・女性に対する暴力をなくす運動期間に
おけるポスター及びリーフレットの掲示
・成人式にデートDVについてのリーフ
レットを配布
工夫した点：すまいるランドの女子トイレ
に女性相談カードを新たに設置した。
決算（見込）額：50千円

引き続き、DV（デート
DV）防止の意識啓発
を推進し、継続して事
業を行っていく。

Ａ
１…－
２…－
３…３点
４…３点
５…３点
６…３点
合計
12/12=1
00％

39 中学生・高校生の
ためのデートDV防
止セミナー（再掲）

地域経営課 継続 №35に同じ

40 市民に対する広
報・意識啓発

地域経営課 継続 実施時期：通年
対象：市民、事業者
目的：性別を理由とするあらゆる暴力を防止するため、家庭や職場等で人権が
尊重されるよう啓発活動に努める。
内容：ホームページや燕三条FM放送等で啓発を行うとともに、各種講座開催時
にDV防止啓発リーフレットを配布する。「女性に対する暴力をなくす運動」期間
（11月12日から25日まで）に関する周知を行う。

【実施状況】
内容：燕三条FM放送で「女性に対する
暴力をなくす運動」について周知した。
また、講座開催時にDV防止啓発リーフ
レットを配布した。
「女性に対する暴力をなくす運動」期間
に合わせて市役所内及び男女共同参
画センターにポスターの掲示及びチラシ
の設置を行った。

引き続き、性別を理由
とするあらゆる暴力を
防止するための啓発
をしていく。

A
１…３点
２…－
３…－
４…－
５…３点
６…３点
合計
9/9=100
％
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Ｎｏ 事　業　名 担当課等 区分 実施計画内容 実施状況、目標値への到達度
来年度に向けた
課題及び改善点

担当課
評価

41 セクシュアル・ハラ
スメント防止のため
の教職員に対する
啓発活動

小中一貫教
育推進課

継続 実施時期：年間
対象：全市立学校
目的：セクシュアル・ハラスメントは重大な人権侵害であり、決して許されないもの
である。教育の場である学校現場からセクシュアル・ハラスメントを絶対に起こさな
いという意識を全市立学校教職員に徹底する。
内容：全市立学校が、教職員によるセクシュアル・ハラスメントの発生を防止でき
るよう、学校訪問や教職員管理に関わる通知等を通じて指導、啓発を行う。
前年度からの改善点：昨年度、発生件数が０件でだったことに気を抜かず、学校
訪問、校長会議で確実に指導を行う。
目標値：学校訪問、校長会議、通知を通じて全市立学校に指導、啓発を行う。全
市立学校でのセクシュアル・ハラスメントの発生がない。

【実施状況】
内容：ハラスメントの防止を含む教職員
の綱紀の保持及び服務規律の確保に
関わる通知や指針を全市立学校に発出
し、校長会議でも校長に指導した。
学校運営訪問を通じて、全市立学校に
指導、助言を行った。本年度、セクシャ
ル・ハラスメントの発生報告は０である。
工夫した点：校長会議で「第２次三条市
男女共同参画推進プラン」を説明し、
「基本目標」「基本施策」の共通理解を
図った。
目標値に対する結果：指導助言100％
発生の報告なし100％

来年度も、教育の場
である学校現場から
セクシャル・ハラスメン
トを絶対に起こさない
という意識を全市立学
校の全教職員に徹底
する。

A
１…－
２…－
３…３点
４…３点
５…３点
６…３点
合計
12/12=1
00％

42 相談体制の充実 市民窓口課 継続 実施時期：通年
対象：市民
目的：性別を問わずDV等の相談に対し、適切な助言や情報提供を行い、必要
に応じて関係機関等と連携を図りながら相談体制の充実に努める。
内容：「市民なんでも相談室」で受け付ける相談の中で、ＤＶやセクハラ、JKビジ
ネスに起因する事案又は遠因等となっている事案について、適切に対応するとと
もに、関係課や関係機関と連携し、未然防止や早期解決に努める。
予算額：911千円

【実施状況】
DV等の相談件数：４件
内容：DV等に関する相談については子
育て支援課の女性相談や警察等、適切
な相談窓口に繋いだ。
工夫した点：DV等の被害に遭っている
ことに気が付いていない相談者を継続
的な支援ができる機関へ繋ぎ、関係課と
連携した。
決算（見込）額：527千円

A
１…－
２…－
３…－
４…－
５…３点
６…－
合計
3/3=100
％
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基本施策９　みんなで知る男女共同参画

Ｎｏ 事　業　名 担当課等 区分 実施計画内容 実施状況、目標値への到達度
来年度に向けた
課題及び改善点

担当課
評価

43 男女共同参画関
連資料の収集・提
供

生涯学習課
（図書館）

継続 実施時期：年間
対象：市民
目的：男女共同参画関連資料の提供に継続して当たり、利用者に向けた情報の
拡充と利用促進を図る。
内容：・関連資料を選択して収集の上提供
・「男女共同参画関連資料コーナー」の資料充実による情報発信
・ブックリストの作成・配布
・図書館ホームページにブックリストを掲載
・男女共同参画に関連したテーマ特集を本館特集コーナーで実施
前年度からの改善点：特集コーナーやブックリストの活用等で男女共同参画推進
に関する情報発信に努め、利用者の関心を高めていく。
目標値：新たな関連資料を前年度と同様に収集の上、利用者に提供する。（昨
年度収集実績82冊）

【実施状況】
内容：ブックリスト２種（2019年度下半期
購入分、2020年上半期購入分）を6月8
日、12月7日に作成し、本館・分館で来
館者に提供した。また、上記のブックリス
トを図書館ホームページに掲載した。
工夫した点：女性が直面する問題のみ
ならず、「男性の育休」や「同性」など「男
女共同参画」についての資料を積極的
に受け入れて、リスト化を行った。
目標値に対する結果：令和２年度に関
連資料を104冊（1月31日現在）購入し、
目標値達成。
男女共同参画に関する情報発信に努
め、ブックリストの活用や関連資料コー
ナーの周知などを通じ、利用者の関心
を高めたい。

男女共同参画関連資
料の提供に継続して
当たり、利用者に向け
た情報の更なる拡充
と利用促進を図る。
また、図書館本館及
び栄分館にて子育て
関連資料を集めた「マ
マ本」コーナーを設置
しているが、男女共同
参画を推進している
旨が分かるよう名称変
更を検討する。

A
１…－
２…－
３…３点
４…３点
５…３点
６…３点
合計
12/12=1
00％

44 広報・啓発活動 地域経営課 継続 実施時期：通年
対象：市民
目的：男女共同参画意識の浸透を図る。
内容：男女共同参画推進について、ホームページ、燕三条FM放送など様々なメ
ディアを活用し情報提供を行うとともに、講座等開催時のディスプレイ等の表示、
チラシ・ポスターの配布など、あらゆる機会を捉えて啓発を行う。
目標値：FM放送回数８回

【実施状況】
内容：燕三条FM放送では、年間８回放
送を行った。また、セミナーや講座開催
時に男女共同参画についての説明を
行ったり、パンフレットを配布するなど啓
発に努めた。
工夫した点：燕三条エフエムのほか、
「三条市勤労者福祉共済きょうさいだよ
り」での講座に関する記事掲載を行っ
た。
目標値に対する結果：燕三条FM放送回
数８回で目標値達成

男女共同参画意識の
浸透を図るため、引き
続き幅広い団体へ啓
発を行う。

A
１…３点
２…－
３…－
４…３点
５…３点
６…３点
合計
12/12=1
00％
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基本施策10　女性の視点を活かした防災

Ｎｏ 事　業　名 担当課等 区分 実施計画内容 実施状況、目標値への到達度
来年度に向けた
課題及び改善点

担当課
評価

45 自主防災組織等
の育成・強化

行政課 継続 実施時期：通年
対象：市内全域
目的：女性が自主防災組織等の活動に参画するよう研修会、説明会、意見交換
会等を通じて啓発を図るもの
内容：地域の防災力の強化を図るため、自主防災組織の育成・強化や自治会等
が行う防災活動への支援に努めるとともに、女性が組織等の活動に参画するよう
自主防災組織の立ち上げについて意見交換会、防災訓練時などで説明し、啓
発を図る。また市民向けの防災研修会実施に当たっては、女性の参加を促進す
る視点で企画し、防災意識の啓発を行うことにより、自主防災組織への女性の参
画を促す。
前年度からの改善点：自主防災組織役員に女性の参画(登用)を要請
目標値：自主防災組織登録数の３割（117団体*0.3=35.1≒35団体）

【実施状況】
内容：自主防災組織の育成・強化及び
自主防災組織等活動への女性の参画
を促すため、6/1～6/5に自治会長及び
民生委員・児童委員を対象に地区別の
地域防災研修会を開催するとともに、自
治会等の防災訓練、防災研修等の支援
を行った。
今後も自主防災組織等の育成・強化等
につながる研修会等の開催や地域支援
に努める。
工夫した点：地域防災研修会や地域で
の防災研修などの場で、災害時の対応
や防災訓練などで多様な主体が参画す
る意義について説明を行った。
目標値に対する結果：女性の組織等へ
の参画を含めた自主防災組織の年間活
動の調査については、令和３年３月に実
施予定。

ほとんどの地域にお
いて自主防災組織は
自治会とほぼ同じ組
織であり、その防災活
動においても自治会
活動の一環として行
われていることから、
女性の委嘱率が高い
民生委員・児童委員
と自治会が一体となっ
て地域の防災活動が
図られるよう推進して
いく。

Ａ
１…３点
２…３点
３…３点
４…３点
５…３点
６…２点
合計
17/18=9
4.4％

46 広報・啓発活動 地域経営課 継続 実施時期：通年
対象：市民
目的：防災・災害分野への女性の参画を促進する。
内容：ホームページや燕三条ＦＭ放送等で、防災・災害の分野における女性の
視点の必要性等について啓発を行う。
目標値：ＦＭ放送回数１回

【実施状況】
内容：7月9日・2月11日放送の燕三条
FM放送放送で、防災・災害の分野にお
ける女性の視点の必要性について啓発
を行った。また、出前講座に関する問合
せ時に、団体に対し、防災における男
女共同参画の必要性に関するテーマの
ものを案内した。
工夫した点：出前講座に関する問合せ
の際に、テーマ内容について周知した。
目標値への到達度：燕三条FM放送回
数2回で目標値達成

今後も防災・災害分
野への女性の参画が
図られるよう、引き続
き啓発を行う。

A
１…３点
２…－
３…－
４…－
５…３点
６…２点
合計
8/9=89
％
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